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概 要

ここでは，階層的選好によって生じる構造変化を伴うモデルを考察す
る．既存の産業の財に対する消費需要が飽和する時点と新しい消費需要
をもたらす産業が到達する時点の関係に着目して，飽和需要の制約下で
現在の雇用水準を確保するために必要とされる条件を導く．新しい産業
が到達していておらず飽和需要に直面しているにもかかわらず生産性が
向上する場合，既存産業において労働の超過供給が生じる．ここではそ
のような超過労働供給によって失業に直面し，人口規模が縮小すること
を通じて，全産業の財に対する需要が減少する状況を考える．そして新
しい産業の到達を伴わない生産性の向上が，総需要の低下をもたらす可
能性があることを，簡単な数値例を用いて説明する．
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